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特発性乳児ビタミンK欠 乏性出血症において血中
に出現するプロトロンピン前駆体であるprotein in‐
duttd by vitanine K abscence or antagonist―II(以
下 PIVKA‐ IIと略す)が 肝細胞癌患者の血中に高率に
検出されることがHOwardl)ら により報告されたが,
あれわれは本原つらが開発した抗 PIVKA,IIモ ノクロ
ナール抗体を用いて,ELISA法 にて肝胆道系悪性腫瘍
息者の血中PIVKA‐ IIを測定し,若 干の知見を得たの
で報告する。

対象 :最近 9カ 月間にPIVKA‐ IIを預」定した肝細
胞癌24例,胆 管癌 6例 ,転 移性肝癌 8例 ,肝 硬変20例
であり,PIVKA‐ II浪J定は0.13A.U.(arbitratt unit)/

ml以 上を陽性とした。

結果 :PIVKA‐ IIの陽性率は肝細胞癌66.7%,胆 管
癌100%,転 移性肝癌87.5%,肝 硬変40%で あり,今 回
は特に肝細胞癌と胆管癌の血中PIVKA‐ IIについて
検討した。

肝細胞癌 i Viamine Kの 吸収に胆汁が必要なこと
からPIVKA‐ IIと黄痘との関係をみると,全 く相関せ
ず,腫 瘍径との関係でも相関はみとめなかった。AFP
値との関係では相関をみとめたが,AFP値 200ng/mi
以下の症例でのPIVKA・ IIの陽性率は72.2%で AFP
低値例でも高率に陽性となった。PIVKA― II揚性息者
中切除またはSMANCS/LipiOdol動 注例でPIVKA‐
IIの経過を追えた 5例 では術前に比べ全例術後 PIV―
KA,II値 が低下した。

胆管癌 !無黄痘症例は3例 (1例 は外胆汁慶)であっ
た。全 6例 のCEAと PIVKA‐ IIとの関係では相関は
みとめず,ま た切除できた無黄疸 2症 例につきPIV_
KA‐IIの術前後の推移をみると, 2例 とも術後に陰性
化した。

考察 :肝細胞癌では腫瘍マーカーとして,AFPが 測
定されてきたが,最 近 AFP陰 性例や低値例が経験さ
れる。今回の検討ではAFPと の相関はみとめたが,
AFP低 値例でも高率に陽性となり,治 療によりPIV‐
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KA‐II値が低下することも確められたことから,PIV・
KA‐IIも肝細胞癌の指標になりうる可能性が示唆され

た。一方胆管癌では特異的な腫瘍マーカーの無いのが

現状であるが,無 黄痘例 も含めて全例に陽性で,切 除

例の術後の PIVKA― II値は陰性化 していることか ら,
PIVKA― IIは胆管癌の診断および術後の経過観察の指

標 となりうることが示唆された。

今後さらに症例を重ねて,PIVKA‐ IIの肝癌,胆管癌
における有用性について検討したい。
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